










はじめに 

 周産期医療の確立の過程で、母体搬送(胎内搬送)の概念が導入され、実施されている。

はじめ、母体搬送は早産時の出産場所の設定という「点」の発想から出発したが、その後、

胎児医療の進展とともに、時間と対象疾患並びの二つの軸による二次元空間での概念へと

拡大し変化してきている。 

 地域の実情に即し、かつ現有の医療資源を用いて、母性・胎児の生命、健康を守るため、

より有効な医療システムを再構築していくには、この母体搬送という概念を咀嚼し、その

意味するものを明確にした上で、新しい内容へと展開していく必要がある。そしてこのこ

とは、一次から三次医療機関相互の関連性とともに、各々の医療機関の性格を決定する目

的に対してのシステム設計上の重要な要素となるのである。 

 ところで、母体搬送という概念には、さらに二つの要素が含まれている。すなわち「患

者の搬送」と「情報の伝送」であり、両者を区別して考えることは、今後に向けて大変重

要である。 

 本年度の課題である実態調査に即しては、福岡都市圏での三次医療機関としての九州大

学医学部附属病院分娩部での「患者の流れ」を中心に検討を加える。 


